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(57)【要約】
本発明は、異なる放射スペクトルを有する少なくとも２
つの光源と、液晶光バルブレイヤとを有するカラー表示
装置に関する。光源は、シーケンシャルにアクティブと
され、光バルブレイヤには、強い波長依存性を取得する
よう駆動信号が設けられる。これは、表示装置がカラー
フィルタを備えることなく原色を生成することを可能に
する。これは、モバイルアプリケーションに適し、高い
輝度を提供する複雑さの低減したディスプレイを提供す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラー画像を表示するカラー表示装置であって、
　アレイ状に構成される複数の画像要素を有する液晶光バルブレイヤと、
　実質的に異なる放射スペクトルを有し、交互にアクティブとされる少なくとも２つの光
源と、
　前記カラー画像における原色を前記光源と共に生成するカラー選択手段と、
を有し、
　前記カラー選択手段は、前記画像要素が、第１駆動信号を受け付けると、第１透過帯に
おける光を透過し、第２駆動信号を受け付けると、前記第１透過帯と異なる第２透過帯に
おける光を透過するように、少なくとも前記第１及び第２駆動信号を前記液晶光バルブレ
イヤの画像要素に供給する駆動手段を有することを特徴とする装置。
【請求項２】
　請求項１記載のカラー表示装置であって、
　前記液晶光バルブレイヤは、非ツイストネマティック液晶レイヤであることを特徴とす
る装置。
【請求項３】
　請求項１記載のカラー表示装置であって、
　前記液晶光バルブレイヤは、ＯＣＢモード液晶レイヤであることを特徴とする装置。
【請求項４】
　請求項１記載のカラー表示装置であって、
　前記液晶光バルブレイヤは、垂直配向型液晶レイヤであることを特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４何れか一項記載のカラー表示装置であって、
　前記光源は、異なる発光ダイオードを有することを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５何れか一項記載のカラー表示装置であって、
　前記光源は、異なる蛍光ランプを有することを特徴とする装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６何れか一項記載のカラー表示装置であって、
　前記液晶光バルブレイヤの遅延値は、４００ｎｍより高いことを特徴とする装置。
【請求項８】
　請求項７記載のカラー表示装置であって、
　前記液晶光バルブレイヤの遅延値は、６６０ｎｍより高いことを特徴とする装置。
【請求項９】
　アレイ状に構成される複数の画像要素を有する液晶光バルブレイヤと、実質的に異なる
放射スペクトルを有し、交互にアクティブとされる少なくとも２つの光源とを有するカラ
ー画像を表示するカラー表示装置を制御する方法であって、
　前記液晶光バルブレイヤの画像要素に、該画像要素が第１透過帯における光を透過する
よう第１駆動信号を供給するステップと、
　前記画像要素に、該画像要素が前記第１透過帯と異なる第２透過帯における光を透過す
るよう第２駆動信号を供給するステップと、
を有することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー画像を表示するカラー表示装置であって、アレイ状に構成された複数
の画素と、実質的に異なる放射スペクトルを有し、交互にアクティブとなる少なくとも２
つの光源と、上記光源と共にカラー画像における原色（プライマリカラー）を生成するカ
ラー選択手段とを有する液晶光バルブレイヤを有するカラー表示装置に関する。本発明は
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さらに、このようなカラー表示装置を制御する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような表示装置は、ＷＯ２００４／０３２５２３Ａ１に開示されている。当該表示
装置は、各々がサブピクセルにより構成される２つのカラーフィルタを備える画素を有し
、交互にアクティブとされる２つの選択可能な光源を利用する。この構成は、各画素に対
するより広い開口を可能にし、各画素に対して３つのフィルタ（ＲＧＢ）と白色バックラ
イト構成とを有する従来の構成と比較して、改良された色域（ｃｏｌｏｒ　ｇａｍｕｔ）
を可能にする。しかしながら、当該ディスプレイによる問題は、それが依然としてモノク
ロディスプレイと比較してかなり複雑であるということである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、複雑さを低減した上述したタイプのカラー表示装置を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題は、請求項１記載の表示装置と請求項９記載の方法により実現される。
【０００５】
　より詳細には、本発明は、カラー画像を表示するカラー表示装置であって、アレイ状に
構成される複数の画像要素を有する液晶光バルブレイヤと、実質的に異なる放射スペクト
ルを有し、交互にアクティブとされる少なくとも２つの光源と、前記カラー画像における
原色を前記光源と共に生成するカラー選択手段とを有し、前記カラー選択手段は、前記画
像要素が、第１駆動信号を受け付けると、第１透過帯における光を透過し、第２駆動信号
を受け付けると、前記第１透過帯と異なる第２透過帯における光を透過するように、少な
くとも前記第１及び第２駆動信号を前記液晶光バルブレイヤの画像要素に供給する駆動手
段を有することを特徴とする装置に関する。
【０００６】
　これは、高価な特別なカラーフィルタを利用することなく複数の原色を表示することを
可能にする。代わりに、液晶光バルブレイヤ自体が、入力光をフィルタリングするのに利
用される。これは、各画素に対してより大きな開口を備えた実質的に複雑さを低減した表
示装置を提供する。
【０００７】
　前記液晶光バルブレイヤは、好ましくは、非ツイストネマティック液晶レイヤであって
もよい。このようなレイヤは、効果的な電圧をスペクトル依存性に提供する。
【０００８】
　また、ＯＣＢモード液晶レイヤ又は垂直配向型液晶レイヤが利用可能である。これは、
素早い切り替え表示を可能にする。
【０００９】
　前記光源は、好ましくは、異なる発光ダイオード又は蛍光ランプを有するようにしても
よい。
【００１０】
　好ましくは、前記液晶光バルブレイヤの遅延値は、４００ｎｍより高く、さらに好まし
くは、６６０ｎｍより高い。これは、効果的な波長電圧依存性を提供する。
【００１１】
　第２の特徴によると、本発明は、アレイ状に構成される複数の画像要素を有する液晶光
バルブレイヤと、実質的に異なる放射スペクトルを有し、交互にアクティブとされる少な
くとも２つの光源とを有するカラー画像を表示するカラー表示装置を制御する方法であっ
て、前記液晶光バルブレイヤの画像要素に、該画像要素が第１透過帯における光を透過す
るよう第１駆動信号を供給するステップと、前記画像要素に、該画像要素が前記第１透過
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帯と異なる第２透過帯における光を透過するよう第２駆動信号を供給するステップとを有
することを特徴とする方法に関する。
【００１２】
　上記方法は、上述したカラー表示装置に対応する効果を有する。
【００１３】
　本発明の上記及び他の特徴は、以降に記載される実施例を参照して明らかにされるであ
ろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明は、一般に静止画像又はビデオ画像情報を表示するため、テレビセット、コンピ
ュータモニタ、携帯電話ディスプレイなどに利用可能なカラー表示装置に関する。
【００１５】
　図１ａ及び１ｂは、本発明の一般原理を概略的に示す。
【００１６】
　本発明の実施例による表示装置は、図１ａに示されるように、それぞれ異なる放射スペ
クトル３と４を有する２つの光源Ａ及びＢを有するかもしれない。第１の光源Ａの放射ス
ペクトル３は、青色５と黄色６などの２つの相異なるカラー５と６を有する第２の光源Ｂ
の放射スペクトル４は、シアン７と赤色８などの他の２つの相異なるカラー７と８を有す
る。
【００１７】
　本発明の実施例によると、表示装置はさらに、ＬＣＤレイヤと以降で呼ばれる液晶光バ
ルブレイヤを有する。ＬＣＤレイヤは、スペクトル選択的なものとすることが可能である
。ＬＣＤレイヤの透過が強い波長依存性を有するように、駆動信号がＬＣＤレイヤに提供
される。第１電圧を有する第１状態に駆動されるとき、ＬＣＤレイヤは、第１透過帯１０
において短い波長（青色、シアン）を有する光を透過する第２透過機能２を有する。
【００１８】
　２つの光源Ａ及びＢと、異なる透過機能１及び２に対応するＬＣＤレイヤ状態の異なる
組み合わせを利用することによって、すべての原色５、６、７及び８が、図１ｂ及び以下
のテーブルに従って個別に生成されるかもしれない。
【００１９】
【表１】

　一般に、本発明の実施例によると、ＷＯ２００４／０３２５２５Ａ１に記載されるカラ
ーディスプレイは、当該文献では従来技術によるカラーフィルタを有するカラー選択手段
が、スペクトル選択ＬＣＤレイヤを有するカラー選択手段と、当該レイヤの画素を異なる
スペクトル選択状態に起動する駆動手段とにより置換されるように改良されるかもしれな
い。これは、画素の全領域が単なるサブピクセルだけの領域でなく１つのカラーを生成す
るのに利用されることを意味する。
【００２０】
　図２ａ及び２ｂは、図１ａ及び１ｂに示される一般原理を実現し、本発明の実施例によ
るカラー表示装置を概略的に示す。
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【００２１】
　図２ａは、カラー画像を表示するのに利用可能なカラーディスプレイ１２を示す。ディ
スプレイ１２は、アレイ状に構成される以降において画素１３と呼ばれる個別に制御可能
な複数の画像要素を有する。図２ｂは、図２ａのディスプレイ１２の断面を概略的に示す
。ディスプレイ１２は、後述されるように、いくつかのレイヤを有するＬＣＤレイヤ１４
を有する。ディスプレイ１２はさらに、実質的に異なる放射スペクトルを有する少なくと
も２つの光源１６と１７を有する。光源１６と１７は、後述されるように、スペクトルシ
ーケンシャルな表示機能を取得するため、交互にアクティブ（フラッシュ）とされる。デ
ィスプレイはさらに、ＬＣＤ光レイヤ１４の画像要素１３に少なくとも２つの異なる起動
信号ｄ１及びｄ２を供給可能な駆動ユニット１８を有する。第１駆動信号ｄ１が画素１３
に供給されると、画素１３は第１透過帯における光を透過する。第２駆動信号ｄ２が画素
に供給されると、当該が素は、第１透過帯と異なる第２透過帯における光を透過する。
【００２２】
　熱陰極管（Ｈｏｔ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ）及び発光ダ
イオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を含む各種光源が利用可能であ
る。図１ａの光源Ａは青色発光ダイオードと黄色発光ダイオードを有し、光源Ｂはシアン
発光ダイオードと赤色発光ダイオードを有する。
【００２３】
　ＬＣＤレイヤは、様々な方法により構成されるかもしれない。図３において、このよう
なＬＣＤレイヤ１４の一例、すなわち、それ自体は周知である非ツイストネマティックＬ
ＣＤレイヤが概略的に示される。当該レイヤ１４は、光ビーム２０の進行方向について（
反対方向に進行するかもしれない）、９０°の向きにある第１偏光器２１と、４５°の向
きにあるリターダ２２（ｄ＊Δｎ＝６６０ｎｍの遅延値（ここで、ｄは厚さであり、Δｎ

は複屈折値である））と、－４５°の向きにある非ツイスト液晶レイヤ２３（ｄ＊Δｎ＝
６６０ｎｍ）と、０°の向きにある第２偏光器２４とを有する。
【００２４】
　従来技術によるＬＣＤ効果は、２７５ｎｍ（１／２波）の有効遅延値を有し、これは、
透過した光の極性状態を９０°回転し、これらの偏光器がパラレルである場合には、ダー
ク画素を伴うこととなる。しかしながら、このようなダーク状態は、
【００２５】
【数１】

（ただし、λは波長である）である限り、取得される。例えば、ダーク状態が４００ｎｍ
において必要とされる場合、これは、２００ｎｍ（ｎ＝０）又は６００ｎｍ（ｎ＝１）の
遅延値により実現することが可能である。より大きな遅延値は、より大きな波長依存性を
生じさせる。例えば、４００ｎｍから若干異なる波長に対して、λ／（２ｎ＋１）とｄ＊
Δｎ／２との間の差は、大きなｎの値に対してより大きくなる。従って、遅延値が大きい
場合、４００ｎｍに対してダークである状態は、７００ｎｍに対して透過性が高くなるか
もしれない。
【００２６】
　上述されたような図３ａに概略的に示されるＬＣＤは、６６０ｎｍのさらなるリターダ
を有する。このことは、０Ｖにおいて高いクオリティのダーク状態を提供するクロスされ
た偏光器が利用されるべきであることを意味する。電圧を引き上げることは、ＬＣレイヤ
の遅延を低減し、トータルの遅延値を増大させることを意味する。低い電圧では、有効遅
延値は低く、透過はカラーニュートラルとなる。使用される物質及び厚さに応じた電圧に
おいて、ｄ＊Δｎは２７５ｎｍであり、ブライト状態に達する。さらにより高い電圧では
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、波長依存性が発生する。
【００２７】
　これにより、非ツイストネマティックＬＣＤレイヤ１４は、図３ｂに示されるように、
異なる駆動電極電圧に対して異なる透過スペクトルを有する。０Ｖ（Ｖ０）に対して、透
過は、すべての波長について０％となる（黒色）。上昇した電圧では、実質的にカラーニ
ュートラルな白色状態が取得される電圧（ＶＷ）まで、すべての波長に対して透過率は上
昇する（ｄ＊Δｎ＝２７５ｎｍ）。通常、このカラーニュートラルなインターバルでは、
非ツイスト液晶レイヤが利用される。このことは、上述したように、ＬＣレイヤの波長依
存性を高めることとなる。第１のより高い電圧（Ｖ１）において、例えば、当該レイヤは
、５００ｎｍ以下の第１透過帯において光を大部分透過する。第２のさらに高い電圧（Ｖ

２）では、当該レイヤは、５００ｎｍ以上の第２透過帯において光を大部分透過する。
【００２８】
　図４ａは、本発明の実施例が実行される一例を示す。図３ｂから、２つの異なる透過ス
ペクトル（Ｖ１及びＶ２に対応する）が選択され、ＬＣレイヤのスペクトル選択状態とし
て使用される。スペクトル選択状態に加えて、黒色と白色の状態もまた利用される。４つ
の発光ダイオード２６、２７、２８及び２９（青色、シアン、黄色、赤色）が光源として
利用され、それぞれペア２６と２８（連続ライン）及び２７と２９（破線ライン）におい
てアクティブとされる。この構成により、４つの原色と共に白黒もまた取得することが可
能となる。
【００２９】
　図４ｂは、図４ａの具体例の色域を示す。４つの原色は、黒い点として示される。色域
は、ＰＤＡや携帯電話などのモバイルアプリケーションに対しては大変大きなものとして
みなされる。破線ラインのトライアングルは、比較対象としてＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）カラートライアングル
を示す。
【００３０】
　４つの原色に加えて、白色（リングにより示される）と１０個の追加的なカラー（クロ
ス）が、黒色に加えて取得可能である。これにより、トータル１６個のカラーが、複雑さ
が低下した安価な構成を利用して、優れた輝度により取得可能となる。２より多くのスペ
クトル選択状態を利用することによって、より多くのカラーがより大きな複雑さを犠牲に
して取得可能である。
【００３１】
　図５は、本発明の実施例による表示装置に利用される制御構成を示す。この制御構成は
、カラー表示装置を制御する方法を実現する。制御ユニット３３は、表示対象となるＲＧ
Ｂフレーム３０の形式による画像情報（映像又は画像）を受信する。制御ユニット３３は
、各入力フレーム３０を第１ＳＦ１３１と第２ＳＦ２３２のサブフレームに分割するのに
利用され、当該サブフレームは、瞬時に交互に表示されると、一緒になってＲＧＢフレー
ム３０の知覚的外観を与える。制御ユニット３３は、駆動ユニット１８に第１駆動信号ｄ

１をＬＣ光バルブレイヤ１４に供給させた後、第１光源１６をフラッシュすることによっ
て第１サブフレーム３１を表示する。制御ユニット３３は、駆動ユニット１８に第２駆動
信号ｄ２をＬＣ光バルブレイヤ１４に供給させた後、第２光源１７をフラッシュすること
により第２サブフレーム３２を表示する。アドレッシング方法自体は、従来技術によるも
のであってもよい。
【００３２】
　トータルのフレーム長は通常は２０ｍｓであり、このことは、各サブフレーム１０ｍｓ
に対して、利用可能であることを意味する。この期間は、以下の方法により利用可能であ
る。まず、画素がアドレッシングされ、これは２ｍｓ間行われ、その後の７ｍｓ間、シス
テムは画素レスポンス、すなわち、当該画素が所望の状態を取得することを待機する。そ
の後、光源が１ｍｓ間フラッシュされる。
【００３３】
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　受信した情報が静止画像に関する場合、当該画像が表示されている限り、これが繰り返
される。ＬＣ光バルブレイヤ１４は、輝度（グレイスケール）とカラーの両方を制御する
ことに留意されたい。与えられたＲＧＢフレーム３０は、例えば、ルックアップテーブル
３４を利用して各フレームに対して検出される２つの駆動信号ｄ１とｄ２により与えられ
るベストな可能な近似に対応する。
【００３４】
　図３ａに示される非ツイストネマティック以外のＬＣ光バルブレイヤもまた利用可能で
あるということに留意すべきである。当業者は、求められる電圧波長依存性を実現する多
数の方法を見つけることが可能である。最も大きなディスプレイのトータル遅延値は、好
ましくは、４００ｎｍより大きなものであるべきであり、さらに好ましくは、６６０ｎｍ
より大きくなるべきである。
【００３５】
　第１の変形では、垂直配向型ＬＣレイヤが利用可能である。この変形は、異なる駆動電
圧に対して図３ｂに示されるものと実質的に同一の光学特性を提供する。この変形による
効果は、黒色が高い電圧により実現されるということであり、これは、ディスプレイが黒
色状態が緩和される上述したケースと比較して黒色状態に駆動可能であることを意味する
。これは、ディスプレイの切り替え速度を向上させる。
【００３６】
　他の変形では、図３ａのリターダ２２は省略される。これはまた、高い駆動電圧に黒色
状態を配置する。
【００３７】
　他の想定される変形は、当業者にまた周知であるＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｏｍｐｅ
ｎｓａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）モデルＬＣＤを利用することを含む。ＯＣ
ＢモードＬＣＤはまた、高速なスイッチングを提供する。
【００３８】
　要約すると、本発明は、異なる放射スペクトルを有する少なくとも２つの光源と、液晶
光ハブ部レイヤとを有するカラー表示装置に関する。この光源は、シーケンシャルにアク
ティブとされ、光バルブレイヤには、強い波長依存性を取得するよう駆動信号が供給され
る。これは、表示装置がカラーフィルタを設けることなく原色を生成することを可能にす
る。これは、モバイルアプリケーションに適し、高い輝度を提供するより複雑さの少ない
ディスプレイを提供する。
【００３９】
　本発明は、上述した実施例に限定されるものではない。それは、添付した請求項の範囲
内で様々な方法により変更することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】図１ａ及び１ｂは、本発明の一般原理を示す。
【図２】図２ａ及び２ｂは、本発明の実施例によるカラー表示装置を概略的に示す。
【図３】図３ａは、非ツイストネマティック液晶レイヤを示し、図３ｂは、非ツイストネ
マティック液晶レイヤの異なる駆動電圧に対する透過スペクトルを示す。
【図４】図４ａは、４つの発光ダイオードと２つの透過スペクトルが利用される具体例を
示し、図４ｂは、図４ａの具体例の色域を示す。
【図５】図５は、本発明の実施例による表示装置に利用される制御構成を示す。
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